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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�とらえた情報を、他の問いでも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問いの指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・問いの状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視点から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

2（1）（分数の計算）� A1 再現する
4860× 2

3 ＝3240（円）

（2）（約数の個数）� A1 再現する
50の約数は1、2、5、10、25、50の６個あります。

（3）（最小公倍数）� A1 再現する
24の倍数は24、48、72、96、120、…、

40の倍数は40、80、120、160、…、なので、最小公倍数は120です。

（別解）すだれ算を用いると

　　　8�）24　40
　　　　　3　��5　　→　8×3×5＝120

（4）（平行四辺形の角）� A1 再現する
平行四辺形の角は同じ角度が２つずつあります。その１つずつの和は180度になるので、

180－36＝144（度）より、残りの３つの角は、36度が１つ、144度が２つです。

よって、最も小さい角は36度。

（5）（三角形の面積）� A1 再現する
三角形の面積は、　底辺×高さ÷2で求められるので、15×18÷2＝135（cm2）

（6）（直方体の体積）� A1 再現する
直方体の体積は、たて×よこ×高さで求められるので、7×6×5＝210（cm3）

（7）（周期） A2 再現する
1
14 ＝1÷14＝0.07142857142857…

この小数は、小数第２位以降「7、1、4、2、8、5」の６つの数字がくり返しあらわれます。

20番目の数字は、（20－1）÷6＝3あまり1　より、４回目のくり返しの中の１番目なので7。

3 　（つるかめ算）

⑵は、つるかめ算の基
き

本
ほん

的
てき

な考え方を確
かく

認
にん

する問題です。２量のうち、全ての数量を一方だけ

と仮
か

定
てい

する極
きょく

端
たん

な状
じょう

況
きょう

を作り出し、実
じっ

際
さい

の数量との差に注目します。⑶は、⑵を利用して差が

最も小さくなる場合を調べます。もれなく調べるために、どのようなことができるか、考えて

みましょう。

（1）� A1 情報を獲得する
（150＋60）×10＝2100（円）

（2）� A2 情報を獲得する 特定の状況を仮定する
（1）から、ボールペンをえんぴつに交換すると１本あたり　150－60＝90（円）ずつ減るの

で、金額を1920円にするために交換する本数は　（2100－1920）÷90＝2（本）

よって、ボールペンの本数は10－2＝8（本）
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（3）� B1 情報を活用する 調べる
（2）のとき、ボールペンは150×8＝1200（円）、えんぴつは60×12＝720（円）

ここから、ボールペンをえんぴつに交換しながら、次の表のようにそれぞれの金額の差

を調べます。

以上より、金額の差がもっとも少ないときのえんぴつの本数は14本。

4 　（角度）

三角定
じょう

規
ぎ

を重ねたときにできる角の大きさを求める問題です。わかっている角の大きさや等し

い角を図に書きこむことで、他の角の大きさに気づくこともあります。また、三角形の外角は、

今後さまざまな場面でも利用します。意
い

識
しき

しておきましょう。

（1）� A2 情報を獲得する
右の太線の三角形に注目すると、アの角度は

　180－（30＋45）＝105（度）

（2）� A2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
イは右の太線の三角形の外角にあたるので、

　45＋95＝140（度）

（3）� A2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
右の太線の四角形に注目すると、

（2）よりイは140度なので、

ウの角度は、

　360－（140＋30＋45）＝145（度）

ボールペン 8本
1200円

7本
1050円

6本
900円

5本
750円

えんぴつ 12本
720円

13本
780円

14本
840円

15本
900円

金額差 480円 270円 60円 150円

45°

45°

ア

ア
30°

60°

45° イ

ウ

95°85° 60°

45°

45°

イ

イ

ウ

ウ

85°
30°

60°
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5 　（植木算）

旗の本数と間かくの数の関係を確
かく

認
にん

する問題です。問題に示されている条件を正しく読み取る

ことが大切です。また、（3）は、問題文の表現にまどわされないように、何を求めればよいかを

適
てき

切
せつ

に判
はん

断
だん

しましょう。

（1）� A2 情報を獲得する 再現する
300mの道に６m間かくで赤い旗を立てるので、

　300÷6＝50　→間かくの数

旗の本数は間かくの数より１多いので、

　50＋1＝51（本）

（2）� B1 情報を活用する 特徴的な部分に注目する
（1）と同様に５m間かくで青い旗を立てるので、旗の本数は

　300÷5＋1＝61（本）　→青い旗だけの場合

ここで、赤い旗と青い旗が重なるのは、６mと５mの最小公倍数の30m間かくになるので、

　300÷30＋1＝11（か所）　→赤い旗と青い旗が重なる場所

よって、青い旗の本数は、　61－11＝50（本）

（3）� B1 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる
２m以上間かくが開いているところに黄色い旗を１m間かくで立てると、

はしからはしまで１m間かくで、いずれかの旗が立つことになるので、

すべての旗の数の合計は、　300÷1＋1＝301（本）

よって、黄色の旗の本数は、

　301－（51＋50）＝200（本）

6 　（立方体）

立方体の面どうしがくっついている部分が多くなるほど表面積は小さくなるため、全体の形が

立方体に近づけば近づくほど、その表面積は小さくなります。この問題は表面積を正しく求め

られるかどうかだけでなく、立体の表面積が形によってどう変化するのかを正しく見
み

抜
ぬ

く力を

試しています。

（1）� A2 情報を獲得する
１辺３cmの正方形が何面あるのかを考えます。

立方体２個のうち、１面ずつがくっついているので、

　6×2－2×1＝10（面）

よって、　3×3×10＝90（cm2）

（2）� B1 調べる 特徴的な部分に注目する
４個の立方体を組み合わせて表面積がもっとも小さくなるのは、

算数─解答と解説



右の図のように４か所をくっつける場合です。

表面の面の数は、　6×4－2×4＝16（面）

よって、　3×3×16＝144（cm2）

（3）� B2 情報を活用する 調べる 特徴的な部分に注目する
表面積がもっとも大きい立体の例

は、右の図のようにまっすぐ組み

合わせたものです。

くっついているのは６か所なので、表面の面の数は、　6×7－2×6＝30（面）

表面積がもっとも小さい立体は、右の図のように１辺

６cmの立方体から１辺３cmの立方体が１個欠けている

ように組み合わせたものです。

この立体の表面積は１辺６cmの立方体と等しいので、

表面の面の数は、　4×6＝24（面）

よって、表面積の差は、

　3×3×（30－24）＝54（cm2）

7 　（数の範
はん

囲
い

）

料金が階
かい

段
だん

的に増えていく問題です。「以下」と「未満」の違いに注意しましょう。加算されるタ

イミングをかんちがいすると１つずれてしまいます。また、（3）ではおつりが500円以上にはな

らないことにも注意しましょう。

（1）� B1 情報を獲得する 再現する
2km＝2000ｍなので、　（2000－1000）÷240＝4あまり40　→�５回加算

よって、　410＋80×5＝810（円）

（2）� B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる
加算された回数を求めると、　（970－410）÷80＝7　→�７回加算

　７回目に加算される距
きょ

離
り

は、　1000＋240×（7－1）＝2440（ｍ）

　８回目の加算される距離は、　1000＋240×（8－1）＝2680（ｍ）

よって、2440ｍ以上2680ｍ未満。

（3）� B3 情報を活用する 調べる 順序立てて変化をとらえる
1500円以下でもっとも高い運

うん

賃
ちん

のときのおつりは、（1500－410）÷80＝13あまり50

より、50円。

ここから加算回数が１回減
へ

るごとに運賃が80円ずつ安くなるので、おつりとして考えら

れる金額と、そのときのもっとも少ない硬
こう

貨
か

の枚数を調べます。
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ここで、おつりの硬貨が３枚になる可
か

能
のう

性
せい

があるのは210円だけなので、加算回数は11回。

　11回目に加算される距離は、　1000＋240×（11－1）＝3400（ｍ）

　12回目に加算される距離は、　1000＋240×（12－1）＝3640（ｍ）

よって、3400ｍ以上3640ｍ未満。

8 　（数の性質）

問題に示されている例から規
き

則
そく

を読み取り、活用します。⑴は規則を正しく読み取れるかどうか、

⑵は規則を活用できるかどうかを問う問題です。⑶は、数が大きい場合を表にして調べ、円周

上に必要な点の数を求めます。解説の表から規則的な変化をとらえることで、1000より大きい

場合に必要な点の数を知ることもできます。

（1）� B1 情報を獲得する
右の図のようにA～ Eに0、1、2、4、8の数をあてはめてみると、

例の丸数字は線で結んだそれぞれの数の和になっています。

よって、　0＋4＋8＝12

（2）� B2 情報を活用する 置きかえる
すべての点を線で結ぶと、その図で表せる最大の数となります。

　0＋1＋2＋4＋8＝15

（3）� 調べるB3 一般化する 順序立てて変化をとらえる
ここでは各点の数ははじめが0、次が1で、それ以降は時計回りに２倍になっています。

円周上の点の数と、それぞれの最大の数、数の合計を表に整理すると、

よって、1000を表すために必要な円周上の点の数は11個。

加算（回） 13 12 11 10 9 8
おつり（円） 50 130 210 290 370 450
硬貨（枚） 1 4 3 7 6 5

0

1

24

8

点の数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
最大の数 0 1 2 4 8 16 32 64 128 256 512
数の合計 0 1 3 7 15 31 63 127 255 511 1023

算数─解答と解説



小学５年  社会 ── 解答と解説
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2
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（3）

b c d

問21
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9018812 180 本初子午
（ほんしょしご）

0.125 アイウイ

南 入（出）

オホーツク
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24 360 1 2
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エ イ ウシラス

ウ ア ア イ

エ キ カ ウ

オ

イ
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ウ
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c

h

g

ｂ

ｆ

大潟村は八郎潟を干拓した湖底に開村したから。

夏は南東から吹いてくる湿った空気を含んだ季節風が

山地にあたって太平洋側に雨を降らせるため、新潟県

側では乾いた空気となるから。
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【解　説】
1　地形図に関する問題
問１　 A1 想起
　主曲線は地形図では細い実線で示

しめ

される
線で、５万分の１地形図では20m間

かん

隔
かく

、
２万５千分の１地形図では10m間隔で示さ
れます。太い実線で示されるのは計曲線で、
５万分の１地形図では100m間隔、２万５千
分の１地形図では50m間隔で示されます。

問２　 A2 想起 変換
　１cm×25000＝25000cm＝250m＝0.25km、
２cm×25000＝50000cm＝500m＝0.5kmと
なります。従

したが

って0.25×0.5＝0.125㎢とな
ります。

問３　 A2 カテゴライズ想起
　Ｂの地図記号は広

こう

葉
よう

樹
じゅ

を示していて、広
葉樹には他にくぬぎやしい、かしなどがあ
ります。すぎは針

しん

葉
よう

樹
じゅ

で、地図記号では

で示されます。針葉樹には他にまつや
とうひ、もみなどがあります。

問４　 A1 想起
　アは町・村役場、イは灯台、ウは電波塔、
エは煙

えん

突
とつ

の地図記号です。

問５　 A2 想起 変換
　地図は方位記号がない場合、原

げん

則
そく

として
上が北となっています。工場の地図記号は

です。

問６　 A2 変換 理由・根拠
　（X）Fの区画は問５よりD駅の南側であ
ることが分かります。（Y）D駅への入口・
出口がないため、Fの区画からD駅へ向か
うためには大きく回り道をしなければなら
ず、不便なため開発が進まなかったことが
分かります。

問７　 A2 カテゴライズ想起
　税

ぜい

務
む

署
しょ

は 、裁
さい

判
ばん

所
しょ

は、警
けい

察
さつ

署
しょ

は 、
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

は の地図記号でそれぞれ示され

ます。消防署の記号は、昔火を消す道具と
して使用されていた「さすまた」を図案化
したものです。

2　日本の地理に関する問題
問１　 A1 比較・対照
　四国の約２倍が九州、九州の約２倍が北
海道、北海道の約３倍が本州ですので、２
×２×３＝12倍となります。ちなみに本
州の面積は約231231㎢、四国の面積は約
18804㎢、北海道は約78421㎢、九州は約
44513㎢です。
問２

（１） A2 カテゴライズ想起
　日本の最

さい

西
せい

端
たん

にあり沖
おき

縄
なわ

県にある与
よ

那
な

国
ぐに

島
じま

は、面積約29㎢、人口は2017年２月現
在で約1700人の島です。日本の最

さい

東
とう

端
たん

に
ある南

みなみ

鳥
とり

島
しま

は面積1.5㎢の島で、島には海
上自

じ

衛
えい

隊
たい

、気
き

象
しょう

庁
ちょう

などの職
しょく

員
いん

のみが交代で
駐
ちゅう

在
ざい

しています。日本の最北端の択
えと

捉
ろふ

島は
ロシアに占

せん

領
りょう

されていますので日本人は居
きょ

住
じゅう

していません。日本の最
さい

南
なん

端
たん

の沖
おき

ノ
の

鳥
とり

島
はさんご礁

しょう

からなる、周囲11kmの無人島
です。

（２） A1 想起
　竹島は隠

お

岐
き

諸
しょ

島
とう

の北西159kmにある、島
根県に属

ぞく

する島です。現
げん

在
ざい

韓
かん

国
こく

が領
りょう

有
ゆう

を主
しゅ

張
ちょう

し領土問題が起きています。韓国側では
独島（トクト）と呼んでいます。

問３　 A1 想起
　オホーツク海は大

たい

陸
りく

棚
だな

が約半分を占
し

めて
いて、水産資

し

源
げん

が豊
ほう

富
ふ

です。「オホーツク」
はロシア語に由来する名

めい

称
しょう

です。網
あ

走
ばしり

や紋
もん

別
べつ

などのオホーツク海沿
えん

岸
がん

には、毎年１月
下
げ

旬
じゅん

から海面を漂流する氷である「流氷」
が流れ着きます。

問４　 A1 想起
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　たらは北半球の寒冷な海で漁
ぎょ

獲
かく

され、北
海道が全国一位の漁獲量です。日本の周囲
には暖

だん

流
りゅう

の日本海流（黒
くろ

潮
しお

）、対馬海流と
寒流の千島海流（親

おや

潮
しお

）、リマン海流が流
れています。

問５　 A1 変換 想起
　Ｃ１の薩

さつ

摩
ま

半島、Ｃ２の大
おお

隅
すみ

半島に広が
る火山灰からなるシラス台地は、水持ちが
悪く水が地中にしみこみやすいことから、
灌漑施

し

設
せつ

を設
もう

けるなどしない限
かぎ

り稲
いな

作
さく

には
あまり適

てき

しません。また雨などで水分を多
く含

ふく

むと崩
くず

れやすくなります。

問６　 A2 カテゴライズ想起
　リアス海岸は、岬

みさき

と入
い

り江
え

が 鋸
のこぎり

の歯の
ように並

なら

んでいる海岸です。入り江はＶ字
形になっていて、奥

おく

にいくに従って狭
せば

まっ
ているため、津

つ

波
なみ

の被
ひ

害
がい

が大きくなりやす
くなっています。リアスとはスペイン語で
入り江を意味するリアの複

ふく

数
すう

形
けい

です。日本
では東北地方の太平洋側の三陸海岸の他
に、愛

え

媛
ひめ

県の宇
う

和
わ

海
かい

周辺、福
ふく

井
い

県などの若
わか

狭
さ

湾
わん

、三重県の志
し

摩
ま

半島にある英
あ

虞
ご

湾周辺
などで見られます。有明海は佐

さ

賀
が

県や福
ふく

岡
おか

県に面している湾で、干
かん

満
まん

の差が大きいた
め、鎌

かま

倉
くら

時代から干
かん

拓
たく

が進められてきまし
た。

問７　 A2 変換
　日本の人口密度は１億2656万人÷38万
㎢で求められます。アジアで日本より人口
密
みつ

度
ど

が高い国としては、2017年でインド
の408人／㎢、韓国の505人／㎢、バング
ラデシュの1116人／㎢などがあります。

問８　 A1 想起
　領

りょう

海
かい

は国家の主
しゅ

権
けん

が及
およ

ぶ地
ち

域
いき

で、海岸線
から12海里までと定められています。排

はい

他
た

的
てき

経
けい

済
ざい

水
すい

域
いき

は領海を除
のぞ

く海岸線から200
海里までと国連海洋法条

じょう

約
やく

で定められてい

ます。この範
はん

囲
い

内
ない

での資源の探
たん

査
さ

や開発な
どについて沿岸国の主権が認

みと

められていま
す。排他的経済水域の設

せっ

定
てい

により、この水
域で漁業を行うには沿岸国の許

きょ

可
か

が必要と
なり、これによって日本の遠洋漁業は大き
な打

だ

撃
げき

を受けました。それ以外の海域は公
海とされていて、航行の自由や、一定の条

じょう

件
けん

の下での漁獲の自由などが認められてい
ます。

問９　 A1 想起
　⑨緯

い

度
ど

は０度の赤道を基
き

準
じゅん

とし南北を
90度に分けます。⑪経

けい

度
ど

は０度の本初子
午線を基準として、東西をそれぞれ180度
に分けて数えます。

問10　 A1 想起
　イギリスのロンドンにある旧

きゅう

グリニッジ
天文台を通る経

けい

線
せん

を０度とすることが、
1884年に定められました。日本や中国で
は北を子、南を午と表したので、北（＝子）
と南（＝午）を結ぶ経線は子午線とも呼

よ

ば
れ、０度の子午線を特に本初子午線といい
ます。

問11　F・D A1 想起 ／H・I A1 変換
　地球は360度を約24時間で１回転します
ので、360度÷24＝15度となり、１時間に
15度回転することが分かります。したが
って経度15度で１時間の時差が生じるこ
とになり、日本の最東端と最西端では計算
上は時差が2時間あることになります。

問12　 A2 想起 変換
　日本は1886年に兵庫県明石市などを通
る東

とう

経
けい

135度の経線を標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子午線として
定め、1888年に実

じっ

施
し

しました。

問13　 A2 想起 変換
　地球の地表下にはプレートと呼ばれる板

いた

状
じょう

の岩
がん

盤
ばん

があります。日本の周辺は太平洋
プレート、北アメリカプレート、フィリピ
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ン海プレート、ユーラシアプレートの４つ
のプレートが接

せっ

する地域となっていて、
2011年３月の東北地方太

たい

平
へい

洋
よう

沖
おき

地
じ

震
しん

は、
太平洋プレートが北アメリカプレートにも
ぐり込

こ

むことによって形成された日本海
かい

溝
こう

付近を震
しん

源
げん

として発生しました。

問14　 B1 想起 立証 カテゴライズ
　火

か

山
ざん

灰
ばい

とは直径が2mm以下の細かい粒
つぶ

で、農作物に降
こう

下
か

すると農作物の生長を阻
そ

害
がい

します。また大量に放出された場合、日
照を遮

さえぎ

り異
い

常
じょう

気象の原
げん

因
いん

となります。

問15　 A1 想起
　フォッサマグナは、本州を東北日本と西
南日本に分ける大

だい

地
ち

溝
こう

帯
たい

で、ドイツ人のナ
ウマンによって名付けられました。西側は、
糸
いと

魚
い

川
がわ

市と静
しず

岡
おか

市を結ぶ線となっていま
す。

問16　 A1 想起
　日本アルプスとは飛

ひ

驒
だ

山
さん

脈
みゃく

・木
き

曽
そ

山脈・
赤石山脈の３つの山脈のことで、それぞれ
北アルプス、中央アルプス、南アルプスと
呼ばれることもあります。イギリス人によ
って命名されました。飛驒山脈は富

と

山
やま

県、
新
にい

潟
がた

県、岐
ぎ

阜
ふ

県、長野県に、木曽山脈は長
野県、岐阜県、愛知県に、赤石山脈は長野
県、山

やま

梨
なし

県、静岡県にそれぞれまたがって
連なっています。
問17　 B2 抽象・具体 変換
　分

ぶん

水
すい

嶺
れい

とは川の流域の境
きょう

界
かい

にあたり、東
日本の東北地方では奥

おう

羽
う

山脈などで、関東
地方では越

えち

後
ご

山脈などで太平洋側と日本海
側の分水嶺を多く見ることができます。
問18　 A2 抽象・具体 変換
　Ｐの平野を流れる川は最上川、Ｑの平野
に見られる用水路は吉

よし

野
の

川より引水する香
か

川
がわ

用水、Ｒの平野の３つの大きな川とは木
曽川、長良川、揖

い

斐
び

川、Ｓの平野を流れる

のは十三湖に注ぐ岩木川、Ｔの平野を流れ
る日本で最も長い川は信

しな

濃
の

川です。ａは十
勝平野、ｂは津

つ

軽
がる

平野、ｃは庄
しょう

内
ない

平野、ｄ
は仙

せん

台
だい

平野、ｅは関東平野、ｆは越後平野、
ｇは濃

のう

尾
び

平野、ｈは讃
さ ぬ き

岐平野、ｉは高知平
野、ｊは筑

つく

紫
し

平野です。
問19

（１） A2 カテゴライズ理由・根拠
　扇

せん

状
じょう

地
ち

は、川が山地から平地に流れ出る
ところに形成される地形で、扇

せん

央
おう

と呼ばれ
る中央部は水はけが良いため、土地改良工
事が実施されない限り水田に利用されるこ
とはありませんでした。農業で使用する場
合、以前は桑

くわ

畑
ばたけ

や利用せずに雑
ぞう

木
き

林
ばやし

となっ
ていることが多く見られましたが、近年は
果
か

樹
じゅ

園
えん

に利用されることが多くなっていま
す。

（２） B1 抽象・具体変換
　扇状地は土

ど

砂
しゃ

などが山側を頂
ちょう

点
てん

として扇
おうぎ

状
じょう

に堆
たい

積
せき

した地形です。イはなだらかな谷、
ウは小さな山、エは中央部が周囲より高く
なっている地形を示しています。
問20

（１） A2 抽象・具体変換
　中央高地の気候は、周囲を高い山で囲ま
れているため降

こう

水
すい

量
りょう

が少なく夏と冬の気温
の差が大きいという特色があります。イは
太平洋側の気候、ウは北海道の気候、エは
南西諸島の説明です。

（２） A2 抽象・具体変換
　Ｖの潮

しおの

岬
みさき

は太平洋側の気候の特色を示す
地域なので、イとなります。アは上

じょう

越
えつ

市高
田、ウは高松市、エは奄

あま

美
み

市名
な

瀬
ぜ

の雨温図
です。アは日本海側の気候、ウは瀬

せ

戸
と

内
うち

の
気候、エは南西諸島の気候の特色を示して
います。

（３） B2 変換 理由・根拠 比較・対照
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　冬は大陸に高
こう

気
き

圧
あつ

、海洋に低気圧ができ
るため、季節風が大陸から海洋に吹

ふ

きます。

夏はその逆になります。そのため図４の
空気の流れが逆になり、夏はＸの気候区で
雨が多くなり、Wの気候区に属する新潟県
では雨が比較的少なくなります。

問21　 B2 変換 比較・対照 理由・根拠
八
はち

郎
ろう

潟
がた

は、かつては面積が約223㎢と琵
び

琶
わ

湖
こ

に次ぐ面積の湖でした。1957年から干
拓が開始され1964年に完成し大

おお

潟
がた

村がつ
くられました。大潟村は干拓された旧湖底
にあるため、海面下の土地が広がっていま
す。現在あきたこまちなどの生産が盛

さか

んで、
村内では北

ほく

緯
い

40度の緯線と東経140度の経
線が交わっています。

3　都道府県に関する問題
　最初にア～クの都道府県を確

かく

定
てい

します。
アは島根県、イは東京都、ウは神

か

奈
な

川
がわ

県、
エは長野県、オは高知県、カは愛知県、キ
は新潟県、クは群

ぐん

馬
ま

県です。

問１　 A2 変換想起
　ａ 長野県の平

へい

均
きん

標高は約1132mです。２
位の山梨県は995m、３位の群馬県は764m、
４位の岐阜県は721m、５位の富山県は665m
となっています。また長野県の面積は約
13562㎢で、福島県の約13784㎢に次いで全
国第４位です。
　ｂ 新潟県の低地の面積は約2775㎢で、北
海道の9794㎢に次いでいます。第３位の秋
田県は約2453㎢です。また新潟県の面積は
約12584㎢で全国第５位です。
　ｃ 愛知県の市の数は38市で、埼

さい

玉
たま

県の40
市に次いでいます。千葉県は37市、北海道
は35市、大

おお

阪
さか

府は33市です。また愛知県の
人口は約753万人で、2018年２月現在で全
国で第４位となっています。

　ｄ 神奈川県の人口は2018年２月現在で約
916万人で、全国で第２位となっています。
面積は全国で５番目に狭い約2416㎢しかな
いため、人口密

みつ

度
ど

は3791.3人／㎢と東京都、
大阪府に次いで高くなっています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
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小学5年  理科  ── 解答と解説
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度

個 通り 通り

通り

（6）

から。

（4） （5）

45 46

（2） （3） （4） （5）

24 （完答）25 26 （完答）27

ウ ア カ

酸素 ちっ素 オ イ

エ ア ア・カ ア・エ・キ

イ ア イ

ウ イ

西 エ 54

2 3 3

ウ Y

A ア・エ タンパク質 ア・イ・エ

11 6

空 気 中 の 酸 素 を 取 り 入 れ

る こ と が で き な い 　
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【解　説】

1　種
しゅ

子
し

のつくりと発
はつ

芽
が

についての問題

（1） A1 知識
　図１のダイズの種子において、Ａは子

し

葉
よう

、Ｂは種
しゅ

皮
ひ

、Ｃは幼
よう

芽
が

にあたります。種

皮は種子の内部を守るはたらきがあり、幼

芽は発芽した後で本葉となります。ダイズ

は無はい乳種子なのではい乳はありませ

ん。

（2） A1 知識
　子葉の部分は２枚に分かれていて、はじ

めに地上へと出てくるふた葉になるので、

Ａが答えとなります。ダイズの種子におい

て子葉は、ふた葉になるとともに発芽する

ときの栄養分をたくわえる部分にもなって

います。

（3） A2 知識 比較
　クリとアサガオは、ダイズと同じように

子葉の部分に発芽のための栄養分をたくわ

えていますが、カキやトウモロコシ、イネ

などは有はい乳種子とよばれていて、はい

乳に栄養分をたくわえています。

（4） A2 知識 根拠
　多くの種子には、その植物が光合成を行

うことによってつくったでんぷんがたくわ

えられていますが、根のまわりで根
こん

粒
りゅう

菌
きん

と

共生しているダイズは、種子の中にタンパ

ク質が多くふくまれています。

（5） A2 知識 比較
　とうふ・きなこ・しょうゆ・みそなどは、

ダイズの種子を原料として作られている食

品ですが、ポップコーンはトウモロコシの

種子から作られる食品で、グリーンピース

はエンドウの種子をそのまま食品としたも

のです。

（6） B2 知識 根拠 具体
　種子が発芽するためには、水があること・

空気を取り入れられること・適当な温度で

あることの３つの条件すべてがそろわなけ

ればなりません。図２のようにダイズの種

子のすべてが水につかっているときは、発

芽に必要な空気（酸素）を十分に取り入れる

ことができないため、発芽することができ

ません。

（7） B1 根拠 比較
　発芽のときに必要でなかった日光は、本

葉が広がって成長していくためには必要と

なるため、暗い場所で育てたダイズのくき

は細く葉の色もうすくなってしまいます。

また、日光を求めようとして上へとのびる

ために背たけはより高くなりますが、この

まま暗い状態が続いていると、光合成がで

きないためにやがてかれてしまいます。

2　酸素と二酸化炭素についての問題

（1） A1 知識
　空気にふくまれる気体は、ちっ素が約

78％で最も多く、次に多いのが酸素で約

21％ふくまれています。その他の気体と

しては、アルゴンや二酸化炭素などがふく

まれています。

（2） A1 知識
　過酸化水素水（オキシドール）に、分解す

る速さを速くする（このようなはたらきを

する物質を触
しょく

媒
ばい

といいます）ために黒色で

粉末状の固体である二酸化マンガンを加え

ることで、過酸化水素が分解されて、酸素

が発生します。
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（3） A1 知識
　酸素は空気よりわずかに重い気体です

が、酸素は水にとけにくい性質があるので、

イの下方置換（法）よりもウのような水上置

換（法）で集めると、まわりの空気とまざり

合うことなく純すいな酸素が集められま

す。

（4） B1 根拠 比較
　過酸化水素を分解することによって酸素

が発生するため、反応が進んで酸素のあわ

が出なくなったときは、新たに過酸化水素

水を追加して入れると再び酸素が発生する

ようになります。過酸化水素が分解する速

さを速くする目的で加えた二酸化マンガン

は変化していないため、新たに加えても酸

素は発生しません。

（5） A1 知識
　酸素にはものが燃えるのを助けるはたら

きがあるため、火のついたろうそくを入れ

ると、大きなほのおをあげて燃えるように

なります。一方、二酸化炭素は燃えるのを

助けるはたらきはなく、またその気体自身

が燃えることもないため、ろうそくの火が

消えてしまいます。

（6） A2 知識 比較
　酸素は同じ体積の空気の重さとくらべて

約1.1倍の重さなので、空気よりわずかに

重いといえます。また、無色無臭で水にと

けにくい気体です。一方、二酸化炭素は同

じ体積の空気の重さとくらべて約1.5倍の

重さで空気より重く、無色無臭の気体です。

また、二酸化炭素は水にとけて酸性の炭酸

水となり、石灰水に通すと白くにごる性質

があります。

3　太陽の動きについての問題

（1） A1 知識
　日本では太陽は東の地平線から右上に向

かってのぼり、南の空を通り、右下に向か

って西の地平線にしずむように見えます。

したがって、図１のＡが南、Ｂが東、Ｄが

西の方角になります。

（2） A2 知識 根拠
　地球が自転する速さは一定なので、透明

半球上に記録した１時間ごとの太陽の位置

も等しい間隔でならびます。

（3） B1 知識 抽出
　点Ｈはちょうど南中したときの太陽の位

置を示しているので、図１のアの角度はこ

の日の南中高度を表しています。春分の日

の南中高度は、『90−（その地点の緯度）』

で求められるため、今回の観測地点となっ

ている北緯36度の場所での南中高度は、

90−36＝54（度）になります。

（4） A2 知識 根拠
　春分の日から３か月経過するとおよそ夏

至の日になっているため、太陽は少し北に

ずれた東の地平線からのぼり、南の高い空

を通って、少し北にずれた西の地平線にし

ず み ま す。こ

のことから図

のようになり、

ウが答えとな

ります。

（5） A2 知識 根拠
　地面に立てた棒のかげは、太陽がある方

角とは反対方向にのびるので、太陽が東→

南→西へと動いていくときに、かげの先た

南 北

東

西
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んは西→北→東へと移動していきます。こ

のことから、答えはＹとなります。

4　てこのつり合いについての問題

（1） B1 根拠 置換
　てこが時計回りにも反時計回りにもかた

むかずにつり合うのは、支点からの長さと

その場所にはたらく力の大きさの積で示さ

れるかたむけるはたらき（これをモーメン

トといいます）が等しくなったときです。

図１のように、右側６番の穴に１個のおも

りをつるしたことによる時計回りにかたむ

けるはたらきは、6（目もり）×1（個）＝6に

なっているので、6÷3＝2（個）のおもりを

左側３番の穴につるせば、反時計回りのモ

ーメントも６になりてこはつり合います。

（2） B1 置換 抽出
　向かって左側の穴だけに２個のおもりを

つるすことによって、反時計回りのかたむ

けるはたらきを６にするには、

　・1（目もり）×1（個）＋5（目もり）×1（個）

　・2（目もり）×1（個）＋4（目もり）×1（個）

　・3（目もり）×2（個）

　以上の３通りがあります。

（3） B1 置換 抽出
　向かって左側の穴だけに３個のおもりを

つるすことによって、反時計回りのかたむ

けるはたらきを６にするには、

　・1（目もり）×1（個）＋2（目もり）×1（個）

　　＋3（目もり）×1（個）

　・1（目もり）×2（個）＋4（目もり）×1（個）

　・2（目もり）×3（個）

　以上の３通りがあります。

（4） B2 置換 抽出 分類

　向かって左側の穴だけにおもりをつるす

ことによって、反時計回りのかたむけるは

たらきを６にする方法は、おもり２個を用

いる場合が（2）の３通り、おもり３個を用

いる場合が（3）の３通りのほかに、

　【おもり１個を用いる場合】

　・6（目もり）×1（個）の1通り

　【おもり４個を用いる場合】

　・1（目もり）×3（個）＋3（目もり）×1（個）

　・1（目もり）×2（個）＋2（目もり）×2（個）

　　以上の２通り

　【おもり５個を用いる場合】

　・ 1（目もり）×4（個）＋2（目もり）×1（個）

の１通り

　【おもり６個を用いる場合】

　・1（目もり）×6（個）の１通り

　 　これらをすべて合計すると11通りに

なります。

（5） B2 置換 抽出 分類
　向かって右側５番の穴に２個のおもりを

つるすと、時計回りにかたむけるはたらき

が5（目もり）×2（個）＝10になります。左

側の穴だけに３個のおもりをつるして、反

時計回りのかたむけるはたらきを10にす

る方法は、

　・ 1（目もり）×1（個）＋4（目もり）×１

（個）＋5（目もり）×1（個）

　・ 1（目もり）×1（個）＋3（目もり）×1（個）

＋6（目もり）×1（個）

　・ 2（目もり）×1（個）＋3（目もり）×1（個）

＋5（目もり）×1（個）

　・2（目もり）×2（個）＋6（目もり）×1（個）

　・2（目もり）×1（個）＋4（目もり）×2（個）

　・3（目もり）×2（個）＋4（目もり）×1（個）
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　以上の６通りがあります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていな
い場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点
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【
解　

説
】

　
�　

角か
ど

野の

栄え
い

子こ

の
「
ズ
ボ
ン
船
長
さ
ん
の
話
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

�　

ぜ
ん
そ
く
の
た
め
に
家
（
別べ

っ

荘そ
う

）
に
と
じ
こ
も
り
、
自
分
か
ら
は
な
に
も

し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
ケ
ン
が
、
だ
ん
だ
ん
船
長
さ
ん
に
心
を
ひ
か
れ
、

つ
い
に
勇
気
を
だ
し
て
、
自
分
か
ら
近
づ
こ
う
と
し
て
い
く
心
の
動
き

を
読
み
と
り
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

前
後
の
文
の
関
係
性
を
意
識
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ　
「
ど
う
や
ら
…
…
の
よ
う
で
す
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

Ｂ�　
「
き
ま
っ
て
」
を
入
れ
る
こ
と
で
、
船
長
さ
ん
の
規
則
正
し
い
生

活
が
え
が
か
れ
ま
す
。

　

Ｃ�　
「
た
し
か
に
き
こ
え
た
は
ず
な
の
に
…
…
（
し
か
し
）」
と
つ
な
が

り
ま
す
。

　
問
二　

Ｂ
１
具
体
化

　
　
「
運
動
場
も
窓ま

ど

か
ら
見
る
だ
け
で
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ケ
ン
は

自
分
か
ら
外
へ
出
て
行
こ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
で
も
「
ベ
ッ
ド
を
窓
辺

に
運
ん
で
も
ら
っ
て
」
い
る
の
は
、
外
を
見
た
い
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
興
味
は
あ
る
の
で
す
。

問
三　

Ｂ
１
抽
象
化

　
　
「
背
中
は
ぴ
ん
と
う
し
ろ
に
そ
っ
て
」
や
「
き
り
っ
と
し
た
調
子
で

見
つ
め
て
い
る
」
か
ら
は
、
船
長
ら
し
い
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
よ
う
す
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、「
杖つ

え

が
地
面
に
届
か
ず
に
、
ぷ
ら
ぷ
ら
」
や
「
ズ

ボ
ン
が
お
り
て
く
る
ま
で
」
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の

よ
う
す
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
船
長
が
き
り
っ
と
し
て
、
真
剣

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
感
じ
が
し

て
き
ま
す
ね
。

問
四　

Ｂ
１
置
換
具
体
化

　
　

勇
気
を
だ
し
て
口
笛
を
吹ふ

い
た
の
に
、
な
ん
の
反
応
も
な
か
っ
た
と

き
に
ケ
ン
が
、（
や
っ
ぱ
り
、
子
ど
も
の
き
ら
い
な
ガ
リ
ゴ
リ
じ
じ
い

な
ん
だ
）
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。「
や
っ
ぱ
り
」
と

あ
り
ま
す
か
ら
、
ケ
ン
が
、
船
長
さ
ん
を
「
子
ど
も
の
き
ら
い
な
ガ
リ

ゴ
リ
じ
じ
い
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　
「
も
し
み
ち
代
さ
ん
が
知
っ
た
ら
…
…
」
よ
り
あ
と
に
そ
の
理
由
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。「
き
っ
と
船
長
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
と
ん
で
い
っ

て
…
…
な
ん
て
い
う
」
の
が
い
や
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
じ

ゃ
ま
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
お
か
あ
さ
ん
が
手
を
か
し
て
く
れ
る
こ

と
が
い
や
だ
っ
た
の
で
す
ね
。「
な
ぜ
か
、
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
船
長

さ
ん
と
話
す
の
は
い
や
だ
と
思
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
か
あ
さ

ん
が
よ
け
い
な
こ
と
を
す
る
と
、
船
長
さ
ん
に
き
ら
わ
れ
る
か
ら
と
い

う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
自
分
が
な
に
も
し
な
く
て
も

う
ま
く
い
っ
て
し
ま
う
か
ら
い
や
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　

手
を
か
し
て
ほ
し
く
な
い
け
ど
、
船
長
さ
ん
と
親
し
く
な
り
た
け
れ

ば
、
自
分
の
力
で
や
る
し
か
な
い
。
自
分
の
力
で
や
り
た
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。「
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
し
た
こ
と
の
な
い
ケ
ン
」
が
、

自
分
の
力
で
な
に
か
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。で
も
、

「
と
て
も
勇
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
つ
づ
い
て
い
ま
す
か
ら
、

次
の
課
題
は
「
勇
気
」
で
す
。

問
六　

Ｂ
１
置
換
抽
象
化

1
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口
笛
を
吹
け
な
い
の
は
「
勇
気
」
が
な
い
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
ケ
ン

は
、
は
じ
め
の
部
分
で
「
ケ
ン
も
お
く
び
ょ
う
な
子
ど
も
で
し
た
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
置
換

　
　

ほ
う
れ
ん
草
は
、
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
た
ポ
パ
イ
に
、
外
か
ら
あ
た

え
ら
れ
る
も
の
で
す
。ケ
ン
の
口
笛
は
自
分
が
だ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

外
か
ら
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
そ
の
あ
と

ケ
ン
は
、
船
長
さ
ん
に
無む

視し

さ
れ
た
と
思
い
こ
み
、
落
ち
こ
ん
で
し
ま

い
ま
す
か
ら
、
い
ま
の
元
気
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
え
の
夜
「
ケ
ン
の
に
や
り
は
…
…
顔
か
ら
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が
い
ま
の
元
気
に
つ
な
が
っ

て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、「
ケ
ン
の
に
や
り
」
を
も
た
ら
し
た
も
の
、

「
船
長
さ
ん
は
…
…
に
や
り
と
笑
っ
た
」
が
、
い
ま
の
ケ
ン
の
元
気
の

も
と
、
ほ
う
れ
ん
草
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

お
か
あ
さ
ん
が
ケ
ン
に
対
し
て
、
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
か

を
、
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。「
ケ
ン
の
病
気
が
こ
わ
く
て
し
ょ
う

が
な
い
の
で
す
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
し
か
に
お
か
あ
さ
ん
は
、
ケ

ン
の
病
気
は
心
配
で
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、「
も
し
み
ち
代

さ
ん
が
知
っ
た
ら
、
き
っ
と
船
長
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
と
ん
で
い
っ
て

…
…
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
家
に
と
じ
こ
め
て
お
き
た
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
さ
そ
う
で
す
。
む
し
ろ
、
外
に
出
て
い
く
こ
と
に
賛
成
な
の
で

し
ょ
う
。

　
　

た
だ
、「
か
あ
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
あ
い
さ
つ
に
行
く
わ
」
と
言
い

出
す
よ
う
な
ひ
と
で
す
か
ら
、
過か

保ほ

護ご

で
あ
る
こ
と
だ
け
は
、
ま
ち
が

い
な
い
で
す
ね
。
以
上
か
ら
、
お
か
あ
さ
ん
は
ケ
ン
の
こ
と
ば
を
よ
ろ

こ
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
か
く
そ
う
と
す
る
の
は
、
お

か
あ
さ
ん
の
お
ど
ろ
き
を
ケ
ン
に
誤ご

解か
い

さ
れ
て
、
ケ
ン
の
気
持
ち
を
く

じ
き
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

問
九　

Ｂ
１
理
由
推
論

　
　

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
お
か
あ
さ
ん
の

過
保
護
を
い
つ
ま
で
も
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

で
も
そ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
自
分
が
勇
気
を
ふ
る
っ
て
船
長
さ
ん
に
近

づ
い
た
こ
と
が
無
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
は
じ
め
か

ら
お
か
あ
さ
ん
に
た
よ
っ
て
い
た
の
と
同
じ
で
す
か
ら
ね
。
ケ
ン
は
、

最
後
ま
で
自
分
の
力
で
、
船
長
さ
ん
に
会
い
た
い
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
ケ
ン
は
勇
気
を
ふ
る
い
お
こ
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
ケ
ン
は
自
分

の
勇
気
が
結
果
に
結
び
つ
い
た
こ
と
も
自
覚
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
ケ

ン
は
、
い
ま
、
も
う
一
度
勇
気
を
出
し
て
ひ
と
り
で
行
け
ば
、
い
ま
ま

で
の
お
く
び
ょ
う
な
自
分
と
は
ち
が
っ
た
自
分
に
な
れ
る
の
で
は
な
い

か
…
…
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

問
十　

Ｂ
１
比
較
分
類

　
　
「
で
も
そ
の
日
、
ケ
ン
は
思
い
き
っ
て
、
口
笛
を
吹
い
て
み
ま
し
た
」

か
ら
、
時
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
う
と
う
ケ
ン
が
勇
気
を
ふ

る
っ
て
口
笛
を
吹
く
日
で
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
の
場

面
で
も
、
日
は
す
ぎ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
ケ
ン
の
行
動
そ
の
も
の

は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
「
つ
ぎ
の
朝
、
ケ
ン
は
ほ
う
れ
ん
草
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
ポ
パ
イ
み
た

い
に
、
元
気
に
起
き
だ
し
ま
し
た
」
で
、
も
う
一
度
、
時
が
変
わ
り
、

そ
し
て
、
ケ
ン
は
と
う
と
う
、
外
に
出
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
場
面
を
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わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

　

�　

矢や

部べ

三み
つ

雄お

の
「
森
の
力
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

�　

身
近
な
問
題
で
も
あ
り
、
人
間
の
存
在
を
左
右
す
る
問
題
と
も
な
っ
た

環か
ん

境き
ょ
う

問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
二
つ
の
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
問
題
が
深し

ん

刻こ
く

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
認に

ん

識し
き

を
深
め
よ
う
と
し
な

い
た
め
に
手
遅お

く

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
お
そ
れ
、
問
題
が
現
実
と

な
る
前
に
手
を
打
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
人
間
の
存そ

ん

在ざ
い

そ
の
も
の
が
地
球
に
負
荷
を
か
け
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
謙け

ん

虚き
ょ

な
姿
勢
を
も
っ
て
環
境
問
題
に
対た

い

処し
ょ

し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

問
一　

Ｂ
１
理
由

　
　

６
段だ

ん

落ら
く

に
「
今
や
、
地
球
に
と
っ
て
、
ほ
か
の
生
物
と
は
異こ

と

な
り
、

私
た
ち
人
間
の
存
在
そ
の
も
の
が
負ふ

担た
ん

と
な
っ
て
い
る
の
は
ま
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
に

も
原
因
は
あ
る
と
し
て
も
、
決
定
的
な
原
因
は
、
こ
の
直
前
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、５
段
落
の
「
そ
の
半
面
、

私
た
ち
の
生
存
の
基き

盤ば
ん

で
あ
る
地
球
を
流
れ
る
時
間
の
追つ

い

随ず
い

を
ゆ
る
さ

な
い
、
は
る
か
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
私
た
ち
は
地
球
に
負
荷
を
あ
た

え
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
に
最
も
近
い
も
の
を
選
ぶ
と
、

答
え
が
決
ま
り
ま
す
。

問
二　

　
　

具
体
例
を
あ
げ
る
の
は
「
何
か
」
を
言
い
た
い
た
め
で
す
。
そ
の

「
何
か
」
は
た
い
て
い
具
体
例
の
直
前
か
直
後
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

１　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

１
段
落
に
「
こ
の
よ
う
な
性
格
の
環
境
問
題
を
う
ま
く
た
と
え
た
も

の
に
水
草
の
話
が
あ
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
こ
の
よ
う
な

性
格
の
…
…
」
の
、「
こ
の
よ
う
な
」
に
着
目
す
る
と
、「
し
か
し
、
そ

の
認
識
は
、
問
題
が
深
刻
に
な
ら
な
け
れ
ば
深
ま
ら
な
い
と
い
う
の
も

事
実
の
よ
う
で
す
」
か
ら
答
え
が
見
つ
か
り
ま
す
。

　

２　

Ｂ
１
推
論

　
　

具
体
例
の
直
後
の
４
段
落
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。「
地
球
環
境
問
題

も
、
こ
の
水
草
の
問
題
と
同
じ
よ
う
な
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
（
だ

か
ら
）
…
…
問
題
が
現
実
と
な
る
前
に
し
っ
か
り
と
手
を
打
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
読
め
ば
、
筆
者
が
何
を
主
張
し
て
い
る
の

か
が
と
ら
え
ら
れ
ま
す
。

問
三　

Ｂ
１
置
換
具
体
化

　
　
「
道
具
を
使
い
、
火
を
利
用
し
、
機
械
を
つ
く
り
、
豊
か
で
便
利
な

社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
」
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。「
豊
か
で
便
利
な

社
会
」
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
四　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

前
後
の
文
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。「
…
…
舗
装
道
路
は
必
要
な
い

な
ど
と
い
っ
て
み
た
り
」
と
い
う
都
会
の
人
の
言
動
に
対
し
、（
④
）

以
降
で
は
、「
こ
う
い
う
意
識
は
正
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
疑
問
を
投

げ
か
け
、「
…
…
一
人
当
た
り
の
地
球
へ
の
負
荷
量
は
は
る
か
に
大
き

い
は
ず
」
と
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
逆

説
の
「
し
か
し
」
が
入
り
ま
す
。

2
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問
五　

　

１　

Ｂ
１
具
体
化

　
　
「
謙
虚
」
と
い
う
こ
と
ば
が
ほ
か
の
箇
所
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
６
段
落
に
す
で
に
登
場

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
「
私
た
ち
人
間
の
存
在

そ
の
も
の
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
…
 …
 

謙
虚
に
受
け
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
覚
か
ら
謙
虚
な
姿
勢
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
こ
の
自
覚
を
失
わ
な
け
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　　

２　

Ａ
２
知
識
比
較

　
　
「
な
い
」
に
は
、
助じ

ょ

動ど
う

詞し

の
「
な
い
」
と
、
形
容
詞
の
「
な
い
」

と
が
あ
り
ま
す
。
助
動
詞
の
「
な
い
」
は
、
動
詞
の
あ
と
に
つ
く
も

の
で
す
が
、
具
体
的
に
は
「
ぬ
」
と
お
き
か
え
て
み
る
と
、
確
認
で

き
ま
す
。「
ぬ
」
と
お
き
か
え
ら
れ
る
も
の
は
助
動
詞
で
す
。
こ
の

「
な
い
」
は
「
失
わ
ぬ
」
と
い
え
る
も
の
で
す
か
ら
、
助
動
詞
で
す
。

イ
だ
け
が
、「
で
き
ぬ
」
と
い
え
る
助
動
詞
、
そ
の
ほ
か
は
形
容
詞

で
す
。

問
六　

Ｂ
２
筋
道
置
換
変
化

　
　

筆
者
は
９
段
落
で
「
公
徳
心
に
欠
け
る
光
景
」
と
し
て
「
平
気
で
ゴ

ミ
を
捨
て
た
り
」
な
ど
の
例
を
あ
げ
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
人
々

に
対
し
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
か
ま
わ
な
い
と
い
う
発
想
」
と
主
張

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、公
徳
心
が
欠
け
て
い
る
人
々
の
考
え
方
で
す
。

そ
ん
な
彼
ら
に
対
し
、
段
落
の
最
後
で
公
徳
心
は
「
思
い
や
り
の
心
を

も
つ
こ
と
で
う
ま
れ
て
く
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
筆
者
は
彼

ら
に
「
思
い
や
り
の
心
」
を
も
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。「
自
分
さ
え
よ

け
れ
ば
か
ま
わ
な
い
と
い
う
発
想
」
を
改
め
る
こ
と
と
、「
思
い
や
り

の
心
を
も
つ
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
正
解
と
な
り
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ

つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
七　

Ａ
１
知
識

　
　
「
枚ま

い

挙き
ょ

に
い
と
ま
が
な
い
」
と
い
う
慣
用
表
現
で
す
。
非
常
に
た
く

さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
、
い
ち
い
ち
数
え
き
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

問
八　

Ｂ
１
関
係

　
　
「
ま
だ
…
…
わ
ず
か
な
部
分
に
あ
る
だ
け
だ
か
ら
で
す
」
の
直
前
に

入
れ
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
「
わ
ず
か
な
部
分
に
あ
る
だ
け
だ
か
ら
」
が
、

「
だ
れ
も
気
づ
き
ま
せ
ん
」
の
理
由
を
説
明
す
る
文
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
比
較
分
類

　
　

前
半
で
は
「
問
題
が
現
実
と
な
る
前
に
し
っ
か
り
と
手
を
打
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
主
張
し
、
後
半
で
は
「
思
い
や
り
の
心

を
も
つ
こ
と
が
基
本
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
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